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１．建学の歴史と伝統

　東北大学は、1907年の建学以来「研究第一主義」

を掲げ、「門戸開放」の理念と「実学尊重」の精神

を基に、教育・研究・社会連携を重視している。そ

の好循環の中から独創的な研究成果を産み出してお

り、数多くのイノベーションを創出している。そし

て産学連携にも一早く熱心に取り組んでおり、1998

年には「未来科学技術共同研究センター（NICHe）」

を設置するなど、我が国の産学連携のトップラン

ナーとして走り続けている。

これらのDNAは、東北大学発ベンチャー企業・

スタートアップに脈々と受け継がれており、東北大

学の革新的な研究成果・技術シーズ・アイデアの社

会実装や事業化の一翼を担っている（図１）。

２．�東北大学独自のシームレスな
ベンチャー支援システム

　東北大学は、大学発ベンチャー企業・スタート

アップの創出と育成のために、研究者や学生などに

対する独自のシームレスなベンチャー支援システム

を構築・運営している。

　この支援システムは、①アントレプレナーシップ

育成、②事業性検証支援（起業前の準備資金提供な

ど）、③ベンチャーへの投資（起業時・起業後の成

長資金提供など）といった３つの柱（①②③）によ
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1907年建学の歴史・伝統 〜 いかなる⼤学であったか
「社会とともにある⼤学」としての東北⼤学 1
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り構成されており、段階的に継ぎ目のない支援を

行っている。

　具体的には、①アントレプレナーシップ育成とし

て、起業文化の醸成のための多様なプログラムやア

ントレプレナーシップ教育などを行い、学生や研究

者の起業家を増やすこと、②東北大学ビジネスイン

キュベーションプログラム（ギャップファンド）に

より、研究から事業化の間の創業構想段階における

事業性検証や試作開発などに必要な資金支援や伴走

支援を行うこと、③東北大学ベンチャーパートナー

ズ（東北大学100％子会社VC）からの投資による成

長資金の提供を行うこと、などの支援である。

　この支援システムにより、東北大学発ベンチャー

企業・スタートアップは着実に増えており、近年は

新規上場する企業も出てきている（図２）。

３．東北大学発スタートアップの状況

　東北大学発ベンチャー企業数は、全国の大学別で

みるとトップクラスである。また、未上場企業の時

価総額ランキングでも東北大学発スタートアップは

上位にランクインしている。

　東北大学発ベンチャー企業・スタートアップの業

種は、医療・バイオも含めて幅広いが、東北大学の

強みや研究者の多さにも比例して、素材・材料、エ

レキ・デバイスなどの割合が大きくなっている（図

３）。

図２

東北⼤学独⾃のシームレスなベンチャー⽀援システム 2

東北⼤学スタートアップガレージ（起業家育成プロジェクト）
常設コミュニティスペース（⻘葉⼭ガレージ・川内ガ
レージ）で起業を志す仲間と交流
起業塾・ピッチイベントを開催
⼤学シーズと企業とのマッチングを⽀援
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メンターが起業相談や⽴ち上げを全⼒サポート
OBOG・アドバイザー陣がバックアップ
スタートアップカフェ
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Venture Partners 
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第1号ファンド2015年8⽉組成
（96.8億円、10年）26社投資
第2号ファンド2020年10⽉組成
（78億円、10年）10社投資
1・2号合計で36社（内 BIP8社）に投資

新規上場３社

⼤学発ベンチャーへの投資事業性検証を⽀援アントレプレナーシップの育成

東北⼤学に起業⽂化を醸成するために、
学⽣・研究者向けに多様なプログラムを
実施（令和3年度受講者2,151名）

 企業家リーダー育成プログラム
 ジャパンバイオデザイン東北プログラム
 スタートアップ基礎講座
 e起業塾（e-learning30講座）
 ゼロイチゼミ
 東北⼤学ビジネスアイデアコンテスト
 アイデアソン（第⼀⽣命×NTTデータ）

ギャップファンド
マッチングファンド

（①マッチングファンド、②ギャップファンド）
① 重点 3,000〜6,000万円︓11件
② 育成 500万円︓68件

150〜200万円︓5件（2022年度）
▶84件中 28社が起業へ

84件を⽀援

東北⼤学に起業⽂化を醸成し、東北⼤学ベンチャーを多数創出︕︕

※2022年9⽉末時点

【植田拓郎氏のプロフィール】
平成３年４月　通商産業省
平成21年７月　経済産業省産業技術環境局環境政策課環境指導室長
平成24年７月　内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（産業振興担当）
平成26年７月　新潟県総務管理部長
平成28年６月　原子力損害賠償・廃炉等支援機構執行役員
令和元年７月　内閣府政策統括官（原子力防災担当）付参事官（地域防災担当）
令和２年４月　国立大学法人東北大学理事
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　例えば、素材・材料の分野では、特殊加工の生糸

を電極にすることによって導電性繊維を実現する

エーアイシルク㈱、エレキ・デバイスの分野では、

従来の100分の１の消費電力を達成する半導体の事

業化を目指すパワースピン㈱など、骨太で研究志向

の強いベンチャー企業・スタートアップが多いのが

特徴である。

４．�東北大学スタートアップガレージと�
スタートアップ・ユニバーシティ宣言

　東北大学は、シームレスなベンチャー支援システ

ムの両輪となる取組みとして、2017年に起業家育成

プロジェクト「東北大学スタートアップガレージ

（TUSG）」を立ち上げた。

　この取組みの一つとして2022年２月に立ち上げた

のが、常設コミュニティスペースである新たな起業

家育成拠点「青葉山ガレージ」（青葉山キャンパス

のマテリアル・イノベーション・センターに所在）

と「川内ガレージ」（川内キャンパスの附属図書館

内に所在）である（図４）。

　また、学内の起業関係セミナー・イベントとして

は、学生向けに東北大学ビジネスアイデアコンテス

トを開催（過去５回開催、次回は2022年12月17日開

催）、OB・OG と現役の教職員・学生との交流イベ

ント、提携企業などとの共同イベントなどを数多く

開催し、参加者は年々増えている（図５）。

　さらに東北大学は、2020年10月に「スタートアッ

プ・ユニバーシティ宣言」を行い、大学発スタート

アップ創出の取組みを強化している。

①�　東北大学独自のベンチャー創出支援パッケージ

として東北大学アクセラファンドを創設し、学生

に対し事業化支援資金を提供している（起業実績

あり）。また、その他の先進的な取組みとして、

東北大学版 EIR（住み込み起業家）の制度を立ち

上げ、本学シーズ（技術や人材など）を活用する

起業を支援している（起業実績あり）。さらに、

東北大学スタートアップ・アルムナイを組織化し

（同窓会起業家クラブ）、SNS を開設するなど活

図３

東北⼤学発スタートアップの状況 3

東北⼤学の強みである素材・材料、エレキ・デバイス等
ものづくり企業はもとより、医療・バイオ、情報通信・
サービス等、多様な業種の東北⼤学発ベンチャーに投資。

東北⼤学発ベンチャー企業数
157社（2021年度）

全国トップクラスの創出数（第６位）

国内未上場スタートアップ企業
時価総額ランキング
上位20社のうち２社が東北⼤学発ベンチャー
（1社がユニコーン企業）
▶ クリーンプラネット
(新⽔素エネルギーの実⽤化研究︓想定時価総額6位)
▶ ispace
(⽉⾯探査プログラム︓想定時価総額16位）

出典︓ STARTUPDB（2022.8.1時点）

これまでのシームレスなベンチャー⽀援の取組みにより、東北⼤学発ベン
チャー企業・スタートアップの創出が加速
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（⼤学発ベンチャー実態等調査(2022.5.17))

▶ 2020年12⽉28⽇東証マザーズ上場
「クリングルファーマ株式会社」
▶ 2021年9⽉24⽇東証マザーズ上場
「株式会社レナサイエンス」
▶ 2021年12⽉24⽇東証マザーズ上場
「サスメド株式会社」
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動を活発化させている。

②�　広域的な大学発ベンチャーファンドとして、

2020年10月に立ち上げた東北大学ベンチャーパー

トナーズ２号ファンドは、東北・新潟地域の大学

発ベンチャーに投資対象を拡大している。
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図５

図４

起業関係セミナー・イベント 5
東北⼤学ビジネスアイデアコンテスト

（2017年度〜毎年度開催）
東北⼤学と仙台市、中⼩企業基盤整備機
構、東北⼤学ベンチャーパートナーズが
連携して開催。2021年度の最優秀賞は
チーム「Morbido」の「動物の⽑⽪のよ
うな⼿触りで⽴体表現が可能な⼊出⼒デ
バイスを⽤いたスマートファーニチャの
販売」。

東北⼤学スタートアップカフェ
（2020年度〜毎年度開催）

スタートアップ業界の第⼀線で活躍す
るOB・OG、起業を⽬指す教職員・学
⽣、そしてそれらを⽀援する学内外の
⽀援関係者同⼠がよりカジュアルに交
流できる場として、「東北⼤学スター
トアップカフェ」を開催。

Falling Walls Ventures 
Qualifier Sendai

（2016年度〜毎年度開催）
ドイツ・ベルリンで毎年開催されてい
る科学を基礎とした優れたスタート
アップのピッチコンテスト出場権をか
けた⽇本予選会を東北⼤学が実施。

東北インデペンデンツクラブ
（2017年度〜毎年度開催）

起業家とその企業成⻑を⽀援するサポー
ターやインベスターで構成されるベン
チャーコミュニティー「インデペンデン
ツクラブ」にて、東北⼤学発ベンチャー
によるプレゼンと参加者とのマッチング
の機会を提供。

AgTech
アイデアソン〜⾷農×テクノロジー

（2020年度〜毎年度開催）
東北⼤学と⼀般社団法⼈AgVenture
Lab（農林中⾦のアクセラレーター）
がコラボしてAgTechに関するアイデ
アソンを開催。

第⼀⽣命×NTTデータ×東北⼤学
アイデアソン

（2020年度〜毎年度開催）
第⼀⽣命、NTTデータ、東北⼤学の3
者の組織的連携を基に、アントレプレ
ナーシップの醸成を⽬的にWell-being
の実現をテーマとしたアイデアソンを
開催。

東北⼤学スタートアップガレージ（TUSG） 4

OBOG・アドバイザー陣が
バックアップ

2017年11⽉に東北⼤学は、⺠間ベンチャーキャピタル・アクセラレーターと独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整
備機構と連携して、T-Biz（東北⼤学連携ビジネスインキュベータ）内に起業家育成拠点を設置し、「東北
⼤学スタートアップガレージ（TUSG）」プロジェクトを始動しました。
2022年2⽉には、TUSGプロジェクトの起業家育成拠点をT-Bizから移転し、新たな拠点として「⻘葉⼭ガ
レージ」及び「川内ガレージ」を設置しました。
TUSGプロジェクトの拠点では、起業を志す者、起業経験者、⽀援者及び投資家等が会する交流の場（コ
ミュニティー）を形成しています。
私達は、既存の枠を超えた活動拠点をここ東北・仙台に設け、東北⼤学が持つ優れたテクノロジーと起業家
精神を結集し世界に⾰新を起こすスタートアップ・ベンチャー企業を創造します。「東北⼤学の起業⽂化は、
ここから始まった」後々そう語り継がれるよう情熱を持って取り組んでいます。

法⼈登記 コワーキング

ライブラリ バーチャルガレージ

情報発信拠点 学⽣課外活動起業関連イベント
（スタートアップカフェ/ピッチコンテ
スト/e起業塾/⼈材マッチング/起業相

談/法務相談/資⾦調達⽀援）BIP

本学発ベンチャー企業向け
シェアオフィスを整備

学⽣が集う附属図書館内に
スタートアップ情報ハブを創設
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５．東北・新潟地域の大学の広域連携

　東北・新潟地域の大学が広域連携し、東北大学の

シームレスなベンチャー支援システムの経験・ノウ

ハウや仕組みを共有し、大学発スタートアップを創

出する取組みが始まっている。

　2021年度は、科学技術振興機構の新産業創出プロ

グラム（JST-SCORE）に採択され、東北・新潟の

９大学がともにみちのくギャップファンドの運営を

行い、起業前の事業性検証のための資金支援・伴走

支援を行った。

　さらに2022年度～2026年度は、同機構のプログラ

ム（JST-START）に採択され、東北大学を主幹校

として、東北・新潟の10大学がともに「みちのくア

カデミア発スタートアップ共創プラットフォーム」

を立ち上げて体制を強化している。みちのくギャッ

プファンドの運営（2021年度から継続）をはじめ、

アントレプレナーシップ育成、起業環境の整備、ス

タートアップ・エコシステムの形成の活動に横断的

に取り組んでいる。

　本プラットフォームは、地域の産官学金のプレイ

ヤーが一体となって取り組む「東北・仙台スタート

アップ・エコシステム」（拠点都市は仙台市）の形

成・強化に貢献し、地域の経済活性化と高度人材定

着化の促進が期待されている（図６）。

６．�次世代放射光施設「ナノテラス」と�
サイエンスパーク

　東北大学青葉山新キャンパスにおいて、量子科学

技術研究開発機構と地域パートナーによる次世代放

射光施設「ナノテラス」の整備が進んでいる（2024

年本格稼働予定）。次世代放射光施設は、非常に性

質がよく明るい軟Ｘ線によって物質の元素レベルで

の化学状態をナノレベルで可視化し、ナノ世界を観

察する世界随一の巨大な顕微鏡である。多様な産業

分野での活用が期待され、数多くの企業や研究機

図６

みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム 6

JST-START スタートアップ・エコシステム形成⽀
援を活⽤（2022年5⽉採択）
期間︓2022年度〜2026年度の5年間

東北・新潟の⼤学が⼀体となってアカデミア発
スタートアップ創出に取り組む体制を強化

東北・新潟の10⼤学が⼀体となって、

 起業活動⽀援
「みちのくギャップファンド」

 アントレプレナーシップ⼈材育成
 起業環境の整備
 スタートアップ・エコシステムの形成
に取り組み、アカデミア発スタートアップ創出を加
速し、地域の経済活性化と⾼度⼈材定着化を促進

弘前⼤学

岩⼿⼤学

福島⼤学

宮城⼤学

弘前⼤学

岩⼿⼤学

新潟⼤学
福島⼤学

みちのくアカデミア発
スタートアップ共創プラットフォーム

会津⼤学
⻑岡技術科学⼤学

秋⽥⼤学

⼭形⼤学 東北⼤学

東北・仙台
スタートアップ・エコシステム

科学技術振興機構の新産業創出プログラム（JST-
SCORE）を活⽤して起業活動⽀援「みちのくギャッ
プファンド」等を実施（2021年3⽉採択）
期間︓2021年度 （年2.5億円）
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関・大学との連携を行う予定である。

　次世代放射光施設の隣にはサイエンスパーク（約

４万㎡）を整備している。次世代放射光施設を呼び

水にして産・学・官・金のさまざまなプレイヤーを

集積し、国内外の異分野融合による世界最先端の研

究開発、データ解析などの分野におけるスタートアッ

プなどによる成果の事業化、研究者や起業家などの

人材育成までを、一体的かつ統合的に展開するリサー

チコンプレックスの形成を目指している（図７）。

７．おわりに

　東北大学は、2022年に創立115周年・総合大学100

周年を迎えた。その2022年を政府はスタートアップ

創出元年として位置付けており、そこで東北大学が

果たす役割と使命は、アントレプレナーシップ育

成により起業家を輩出し、大学発スタートアップに

より研究成果・技術シーズ・アイデアの社会実装や

事業化を進め、我が国や地域社会からの期待に応

えていくことである。東北大学は、常に「社会とと

もにある大学」として、イノベーションと大学発ス

タートアップにより、新たな歴史と伝統を築いてい

きたい。

（参考）
国立大学法人東北大学産学連携機構

スタートアップ事業化センター

https://startup.tohoku.ac.jp/

みちのくアカデミア発

スタートアップ共創プラットフォーム

https://michinoku-academia-startup.jp/

イノベーション特集イノベーション特集

異分野融合と異分野融合と
新価値創造新価値創造

図７

東北⼤学における次世代放射光施設とサイエンスパーク 7

仙台駅

東北⼤学⻘葉⼭新キャンパス

次世代放射光施設を活⽤した
共同研究の展開、データ解析
分野等のスタートアップ創出

世界トップレベル半導体拠点との連携

サイエンスパーク︓4万㎡

次世代放射光施設
「ナノテラス」
2024年本格稼働

国際集積エレクトロニクス
研究開発センター

 世界トップレベルの半導体拠点
 政府の「半導体戦略」スピントロニ
クス省電⼒ロジック半導体開発拠点

アンダー・ワン・ルーフ型
産学共創拠点

 産学連携部⾨、VC、スタート
アップ⽀援部⾨、TLO等を集約

仙台駅から９分

地下鉄⻘葉⼭駅

⼤学に企業の研究所機能を招致
シームレスなスタートアップ⽀援

※建物レイアウトはイメージ

サイエンスパーク構想とは︖
• 産学官が集う社会課題解決型キャンパスにオープンイノベーションとスタート
アップの拠点機能を整備

• 都市計画、⽤地取得、地下鉄整備（総事業費約2,300億円）等に関して、仙台
市・宮城県および国と密接に連携

SINETや⺠間
ネットを介して
全国へサービス

60ペタバイト級
データストア

国際放射光イノベーション・スマート研究棟
ほか1棟（計8,000㎡）が2023年完成予定

次世代放射光施設とは︖

次世代放射光施設はナノを⾒
る巨⼤な顕微鏡、価値ある膨
⼤なデータを⽣成

マルチモーダル
先端計測装置群
クライオ電⼦顕微鏡
NMR装置ほか多様な先端計測装置群から⽣み出される膨⼤な

データを統合的に分析、あらゆる現象の⾒える化
を通して広範な科学・産業現場の課題解決に貢献

東北大学青葉山ガレージ（起業家育成拠点）に集う
大学発スタートアップ支援の関係者（含む筆者・石倉）


